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地域b よび土壌改良資材を異にする
牧草のセレン含量について

前田 善夫(中央農試)・永井秀雄(天北農試)

近年，十勝 10〕，上JlI6) 日高などで肉牛や軽種馬に臼筋症の発生が報告されている。白筋症発生の原因

の一つに飼料とくに組飼中のセレン含量の不足があげられている。

道内での牧草中のセレン含量について検討した例 1.5)は少なく，その検討は緒についた段階で、ある。

乙乙では，道内3地域より採取した牧草および土壌中のセレン含量および土壌改良資材を異にして造成

した牧草中のセレン含量を調べた。

試験方法

供試材料

試料を採取した地域は，滝川，新得および天塩で，各々滝川畜試，新得畜試および天北農試天塩支場に

設置されている作況報告用の圃場である。採取した圃場は造成後2年目および4年目(新得畜試は3年目)

のオーチヤードグラス(品種キタミドリ)とシロクローパ(品種カリフォルニアラジノ)の混播草地であ

る。滝川および天塩については 7 月 20 日，新得については 7月 31 日 ~L，生育日数が各々 30 ， 30および31

日の 3番草を採取した。採取した 2年目牧草の草丈は，オーチヤードグラスで滝川 77cm，新得61cm，天

塩57cm，シロクローパは，各々 42cm， 40 cm ， 30 cmであった。マメ科率は各々 13%， 7 %， 50 %であ

った。年間の施肥量は， N-P205 -K20で滝JlIおよび新得は 10-9 -18匂/10 a，天塩は6-10-

12 kg / 10 aであった。

土壌は， 2年目の圃場より表層から 5cmまでの深さで5か所から採取混合し，風乾後牧草根などを取り

除き試料とした。

一方，土壌改良資材を異にして造成した草地は，滝川畜試内の圃場~L，豚糞堆肥(豚糞および敷料を堆

積し堆肥化したもの)，鶏糞堆肥(鶏糞および籾がらを堆積し堆肥化したもの)およびょうりん・石灰を

施用して造成したアノレフアルファ(品種ソア)草地である。施用量は豚糞および鶏糞堆肥で10a当たり 10

tを，ょうりん，石灰は各々 100，400 kgを作土層 20cm~L ロータリハローで混合，施用した。なお対照区

として無施用区を設けた口分析に供した試料は造成2年目，生育日数51日の2番草で， 8月12日に採取

した。採取時の草丈は豚糞堆肥区76cm，鶏糞堆肥区77cm，ょうりん・石灰区72cm，無施用区67cmで、あっ

Tこ。

分析方法

セレンの定量は，浅JIIら3)の方法に準拠してけい光光度法により行った。

結果

滝川，新得および天塩より採取したオーチヤードグラスおよびシロクローパのセレン含量を表 1~L示し
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た。オーチヤードグラスのセレン含量は 表 l 地域別牧草のセレン含量(乾物中ppm)

2， 4年目平均で，滝川10.024ppm，天塩
オーチヤードグラス シロクローノて

0.026 ppm，新得0.012ppmと新得が低く，
2年目 4年目 2年目 4年目

滝川および天塩の50%程度の含量で、あっ
滝 111 O. 026 O. 022 0.024 o. 024 

た。同様にシロクローパも滝川10.024ppm 
新 得 O. 014 0.011 o. 015 

天塩 0.024ppm，新得0.015ppm ( 3年目は
天 塩 O. 025 O. 028 O. 025 0.023 

シロクローパが消失していたため試料を

採取できなかった)とオーチヤードグラ

スと同様に新得が低く，滝川，天塩の60%程度の含量であった。各地域の 2年目と 4年目を比較すると，

オーチヤードグラスおよびシロクローパとも違いはみられなかった。オーチヤードグラスとシロクローパ

との聞にも差はみられなかった。

3地域より採取した土壌中の全セレン含量および牧草中のセレン含量の平均値を表2に示した。土壌中

の全セレン含量は滝川， 新得が各々

0.671Ppm， 0.638ppmと同程度の値であっ

たが，天塩は 0.105ppmと滝川，新得の

1/6の含量であった。 しかし，牧草

中のセレン含量は新得がもっとも低く，

土壌中のセレン含量と一致しなかった。

土壌改良資材を異にして造成したア

ルフアルファのセレン含量を表3K示

した。鶏糞堆肥を施用した区が0.022

pp皿ともっとも高く，次いでようりん・

石灰を施用した区がO.017 ppmであった。

豚糞堆肥および無施用区が各々 0.014

W皿ともっともf正かった。

表2 地域別土壌および牧草のセレン含量(ppm ) 

土壌中全牧草中

セレン含量セレン含量
土 壌

滝

新

天

川

得

塩

O. 024 
0.013 

O. 025 

疑似グライ土

湿性黒色火山性土

灰色低地土

0.671 

O. 638 
O. 105 

(牧草のセレン含量は表 lの平均値)

表3 改良資材を異にするアルファノレファのセレン含量 (ppm)

無施用 ょうりん・石灰 豚糞堆肥 鶏糞堆肥

0.022 0.014 0.017 0.014 

考 察

飼料中のセレン含量の低下は，家畜特に子牛，子羊，子馬など生まれて間もない幼動物の白筋症の発生

の一因とされている。 NRC飼養標準 7)では望ましい飼料中の含量をO.1 ppmとし， 0.05 ppm以下では白筋症

の発生の危険があるとしている。乙乙で調べた牧草中のセレン含量はすべて 0.05ppm以下と，危険値を下回

っていた。地域別では新得がもっとも低かったD 昭和60年fL，新得畜試に繋養されている肉牛から生まれ

た子牛に臼筋症の発生 10)が見られており，牧草中のセレン含量が低かった乙とと一致していた。中JrIら 6)

は上川管内占冠村での黒毛和種の白筋症の発生を報告している。濃厚飼料のセレン含量は比較的高い 6，8) 

が，肉牛ではセレン含量の低い牧草，とうもろこしなど粗飼料を主体として飼養されていることから発生

を見たと考えられる。しかし，滝川，天塩でも十分な含量とはいえず，浅JlIら1)も道内の牧草中のセレン

含量は 0.05ppm以下で、ある乙とを報告しており，家畜飼養上注意、を要すると思われる。

一方， 3地域の土壌中の全セレン含量は天塩がもっとも低く，牧草中のセレン含量とは一致しなかった。浅J11 
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ら2)は個々の牧草中のセレン含量と土壌中の全セレン含量との相関はほとんど認められなかったが，各草

地における牧草全体の平均セレン濃度との聞にはある程度の相関が認められ，セレンlζ富む土壌の牧草は

概してセレンを多く含むとしている。土壌中のセレンはさまざまな化学形態で存在し，その形態によって

植物による吸収，移行が異なり，また，土壌の理化学性によっても植物による吸収が異なると考えられるg)

乙とから，可給態セレンの動態についての検討が必要と思われた。

、造成時の土壌改良資材の違いによってアルフアルファのセレン含量が異なった。 Carterら4)はリン

酸の施用により施用されたセレンおよび土壌中のセレンの有効態化がすすみ，アルフアルファのセレン含

量が高くなったと報告している。鶏糞堆肥を施用した区のセレン含量がもっとも高かった乙とは，鶏糞は

豚糞の3倍以上のリン酸を含んでおり，また，ょうりん，石灰を施用した区でも豚糞堆肥を施用した区お

よび無施用の区よりセレン含量が高かった乙とと考えあわせると，牧草中のセレン含量にリン酸の施用が

影響していると考えられる。乙の乙とは，作物の生産Kリン酸資材の補給が必要とされている湿性黒色火

山性土の新得(調査した 3地域のなかでリン酸吸収係数がもっとも高い)で牧草中のセレン含量が低かっ

た乙ととも一致している。
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